
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

変化を導くアセスメント 
―未知から既知へ，そしてさらなる未知へ― 

20

■基調講演 

「子どもの反応の測定から親の葛藤へ」 

Wai-Yung Lee （香港大学) 
 

「なぜロールシャッハが有効なのか 

  －クライエントに変化をもたらすためのロールシャッハの用い方－」 

Stephen E. Finn （Center for Therapeutic Assessment ） 
 

■特別講演 
「サブリミナル効果の科学」 

對馬淑亮 （NHK 放送技術研究所 立体映像部） 

         ■第 20回大会記念特別講演 

 「変化を導くアセスメント」 

中村紀子 (包括システムによる日本ロールシャッハ学会会長) 

      ■ワークショップ 

■ 大会企画シンポジウム 

「ひきこもりの心理アセスメント：日韓両国の現状と展望」 
Kim Hyun Soo（Myongji Hospitall, 韓国ソウル) 

齊藤万比古（母子愛育会総合母子保健センター愛育病院） 

「研究発表」「大会企画事例検討」「自主企画シンポジウム」 


